








































































































































究 4 および研究 5 に基づくと，それら 2 つの感情制御方略の有効性は相互独立性や相互協
調性の個人差のみによって決定されるわけではないと考えるべきだろう。 
終わりに．本論文の知見が，（１）今後の研究で感情の認識や制御における文化差につい
ての仮説を構築する上での示唆に富んでいる，（２）感情認識の明瞭性やアレキシサイミア
の文化差を内受容感覚という要因によって説明する新たな視点を提供する，（３）今後の感
情制御研究の発展に寄与する，（４）心理療法の実践に対する臨床的示唆を持つ，という 4
つの点で有意義であることが論じられた。また，最後に，本論文の限界点と今後の課題が 6
点論じられた。（3,883字） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
